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京都盆地の古井戸群
角 田 清 美＊
はじめに
長い間，わが国の政治や文化の中心であった古都・京都は，山城盆地（注１）
の北部に設定された計画都市である。南方が開かれた盆地は，東西８～１０
km，南北約２５kmの広さであるが，ここで述べようとする地域は，北方
から流下する鴨川と，北西方から流下する桂川によって形成された，植村
（２００４）が言う京都盆地である。京都盆地の東側・西側・北側は急峻な山
腹斜面と接し，それらの多くは断層崖と考えられ，山麓には沖積錐や小規
模な扇状地が分布し，丘陵地の麓には丘陵地麓緩斜面が分布している。
京都は歴史が長いため，盆地床の各地に，著名な古井戸が数多く分布し，
古文書などに記録されている。例えば，清少納言（９６６年頃～１０２５年頃）が
著した『枕草子』の１６８段には，「井は，ほりかねの井。玉の井。走り井は
逢坂なるが，をかしきなり。山の井，など，浅きためしになりはじめけん。
飛鳥井は「みもひも寒し」とほめたるこそ，をかしけれ。千貫の井。少将
の井。桜井。后町の井。」と記し（神作，２００１），これら九つの井戸の中で，
ち ぬき きさきまち
桜井・飛鳥井・千貫の井・后町の井は，京都盆地内に位置していた（注２）。
上記の井戸群のほか，盆地内には京都三名水・京都三古井・都七名水・
伏見の七名水，あるいは宇治の七名水などと称される，著名な井戸が各地
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に点在し，古くから市民に広く親しまれてきた。
井戸の多くは筒井戸を設け，自由地下水を汲み上げる構造であった。水
文環境が大きく変化し，地下水位が低下したため，利用することが出来な
くなり，忘れ去られた結果，所在が不明になった井戸もある。
そこで，かつて著名であった盆地内の古井戸の位置や現状について，自
然地理学の立場から述べ，さらに古い記録を付け加え，掘削された時代や
その後の利用などについて言及する。
なお，本報文は，筆者の古井戸に関する一連の報告（角田，１９９３・１９９４
・１９９６a・１９９６b・１９９８・２００１a・２００１b・２００２a・２００２b・２０１３・２０１４a・
２０１４b・２０１５a・２０１５b・２０１６）に続く報告である。
．京都盆地の地形概観
京都盆地を，南方から流下して来た宇治川が，南西方へ大きく向きを変
える伏見を南端とすれば，盆地は東西８～１０km，南北約１５kmの広さで
ある。北部のほぼ中央で，鴨川が丹波山地から京都盆地へ出た付近の標高
は約１１０m，鴨川と高野川の合流点で約５０mと，鴨川の勾配は比較的急傾
斜であるが，そこからは勾配が下流に向かって緩やかになり，桂川との合
流点では，約１５mの標高となっている（図１）。
図１ 京都盆地の地形と井戸の位置
１．山地及び丘陵地 ２．河川及び水路跡 ３．扇状地と桂川低地の境界 ４．
採水が可能な井戸 ５．採水が不可能な井戸 ６．正確な位置が不明の井戸
図内の細線は等高線で，主曲線は１０間隔（数字の単位は）井戸の名称は１．
染井 ２．染殿井 ３．祐井 ４．懸井 ５．飛鳥井 ６．滋野井 ７．少将
井 ８．菊水井 ９．蛭子井戸 １０．天の真名井 １１．佐女牛井 １２．芹根水
１３．六孫王誕生井 １４．中川井 １５．桜井 １６．一文字屋和輔の井戸 １７．常
盤井 １８．染殿井 １９．吉水井 ２０．八坂の水 ２１．音羽滝 ２２．泉涌水 ２３．
独鈷水 ２４．亀井 ２５．茶碗子の水 ２６．不二水 ２７．菊水若水 ２８．常盤井
２９．白菊井 ３０．金運清水 ３１．石井 ３２．伏水 ３３．閼伽水 ３４．さか水
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地学団体研究会京都支部（１９７６）・吉岡（１９８７）・井本ほか（１９８９）・植
村（１９９５・２００４）・木村ほか（１９９８）・宮地ほか（２００６）・脇田ほか（２０１３）
などによると，盆地は全体として断層盆地としての性格が強い。断層盆地
内に，北方から流下して来る鴨川と，支流の高野川が大きな扇状地を形成
し，周辺から流下する紙屋川や七瀬川などによって，沖積錐や小規模な扇
状地が形成されている。京都盆地の扇状地の形成期について，石田（１９８２）
は最終氷期としているが，植村（２００４）は AT（姶良 Tn）の堆積状態や
縄文時代の遺跡の分布，あるいは鴨川が平安時代以降も，繰り返して氾濫
していることなどから，完新世になってからの形成としている。
図１は，２．５万分の１地形図を基図として作成した，京都盆地の等高線
図である（注３）。図によると，部分的ではあるが，河床が天井川になってい
る場所が見受けられ，あるいは東側の比叡山地から流下する，いくつかの
小河川では沖積錐が形成されていることから，現在も形成中の扇状地と推
定される。大矢・ほか（１９９３）でも，盆地内の扇状地は現成と読み取れる。
おお い がわ ほ づ がわ
南西部を流れる桂川は，上流を大堰川，中流を保津川と称し，京都盆地
に入ると桂川と名前を変える，幹線流路延長約１１４km，流域面積約１，１５９
km２の河川である。京都盆地の南端で，宇治川や木津川と合流してから下
ほ づ がわくだ
流は淀川と，四度，名称を変える。桂川が京都盆地への入口は，保津川下
りの終点である嵐山である。上流で生産・運搬された砂礫は，途中の京北
盆地や亀岡盆地で堆積するため，嵐山より下流の京都盆地では，自然堤防
と氾濫低地が両岸に沿って分布している。図１には，鴨川などによって形
成された扇状地と，桂川によって形成された氾濫低地との，およその境界
を，破線で示した。
．京都盆地の自由地下水
京都盆地北部の自由地下水について，詳細な調査・研究を最初に行った
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のは吉田（１９５０）であった。山本（１９９９）によると，１９６２年と１９７７年にも
地下水の調査は行われているが，地下水面図の概要は，吉田（１９５０）とほ
図２ 京都盆地の等井深線図
吉田（１９５０）に，本報文で記載した井戸の位置（・）を加筆した。数字は表面
からの深さで，数字の単位はm
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ぼ同じ状態である。
図２は，吉田（１９５０）の調査結果による，地表面から地下水面までの深
さを図示した「等井深線図」である。図によると，京都盆地で最も深いの
は，鴨川中流左岸の京都御所から西方へ，アルファベットのＴ文字を横に
した状態の地区で，６～７mの深さとなっている。この地区を中心に浅
い範囲が周辺に広がり，桂川が作った氾濫低地では３m以下の深さにな
っている。図１との関係でみると，６～７mの深い範囲は，鴨川によっ
て形成された扇状地の扇央部にほぼ該当し，そこから北側の扇頂部や，南
側の扇端部へ向かって浅くなっていることが分かる。
．京都御所と付近の古井戸
そめ い
（１）．染井
（１） 所在地
上京区寺町通広小路上ル染殿町 梨木神社内
（２） 由緒や文献など
井戸がある場所は，９世紀後半に栄えた藤原良房（８０４～８７２）の娘で
ある明子（清和天皇の御母・染殿皇后）の，里御所の跡地と伝えられて
いる。梨木神社は三条実萬・実美の父子を祭神として，明治１８（１８８５）
年に創建され，井戸は「染井」と称された。後述する染殿井が，近くに
あったことを意識しての命名とも想像される。宮中の染所として，この
井戸が用いられていたと伝えられる。
（３） 井戸の形態と現状
切妻型屋根の覆屋の下に，井戸と水盤が並べられている。井桁は一辺
が約１m，高さ約６０cmの大きさで，側面には，大きく縦に「染井」と
彫られている。井戸の内部には揚水モーターが置かれ，地下水を汲み揚
げている。幅約１７８cm，奥行き約１４０cmの石板の囲いに囲まれた水盤は
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逆台形で，上部では幅約９２cm，奥行き約１０９cm，高さ約６５cmの大きさ
である。下部はそれより数センチ短い。汲み上げられた水は，井戸から
竹製の筧を通じて，水盤に流れ落ちている。
京都三名水のひとつに数えられ，千年以上も湧き続けている唯一の井
戸として親しまれ，現在でも毎日，多くの人が水を汲みに訪れている。
道路を隔てた東側には，紫 式部（９７５頃～１０１７頃）の旧宅であった廬
山寺（廬山天台講寺）があり，境域内には式部が使用したと伝えられる，
古井戸が残されている。
そめどのの い
（２）．染殿井
（１） 所在地
上京区京都御苑 京都御所の東側
（２） 由緒や文献など
付近一帯は，平安時代前期に臣下として，最初の摂政に任じられた藤
そめとのてい
原良房（８０４～８７２）の邸「染殿第」があった場所と伝えられる。また，
この地は藤原良房の娘・明子（清和天皇の御母・染殿皇后）の里御所で
あり，清和天皇は譲位後，ここに移られて「清和院」と称された。井戸
の遺構が「染殿井」と呼ばれているのは，かつてここに染殿第があった
ことに由来している。
（３） 井戸の形態と現状
花崗岩質の石板を用いて作られた井桁は，一辺が約１６１cm，高さ約６７
cmの大きさである。各辺は幅約１８cmの切石で，四隅の接合部にはセ
メントが詰められていることから，現在の井桁は，明治時代中期以降に
設置されたと推定される。施錠されているため，井戸内部の状況を観察
することは出来ない。
御所三名水のひとつに数えられている。
132 専修人文論集９９号
さちの い
（３）．祐井
（１） 所在地
なかやまただやす
上京区京都御苑 京都御所内の北東側で，権大納言中山忠能（１８０９～
１８８８）の邸宅跡と伝えられる敷地内
（２） 由緒や文献など
さちのみや
中山忠能の邸宅跡は，祐宮（後の明治天皇）の生誕地である。祐宮
の産湯に使うため，清浄な地下水を汲み揚げたと伝えられる井戸は，宮
が二歳の夏，干天で枯れてしまった。井戸は新たに掘り直されたが，旧
称の「祐井」をそのまま引き継いだと云う。
中山忠能の邸宅跡は立入禁止場所になっているため，直接，観察する
ことは出来ない。垣根の隙間から遠望したところ，井桁には，正面に大
きく横書きで「祐井」と，彫られている。
御所三名水のひとつに数えられている。
（３） 井戸の形態と現状
立入禁止の場所となっているため，直接観察することは出来ないが，
染殿井とほぼ同じ規模と推定される。
あかたの い
（４）．懸 井
（１） 所在地
上京区京都御苑 京都御所の西側で，中立売御門の北方
（２） 由緒や文献など
あかたのみや
名称は，かつて傍に懸 宮と呼ばれる神社があったことに由来すると
云う。
『枕草子』の１９段には「家は 近衛の御門。二条。みかゐ。一条もよし。
染殿の宮。せかゐ。菅原の院。冷泉院。閑院。朱雀院。小野の宮。紅梅。
懸の井戸。竹三条。小八条。小一条。」とあり，また『後選集』巻三，
春下，１０４には「懸の井といふ家より，藤原治方につかはしける 橘公平
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女／都人 来てもをらなん かはづなく あがたのゐどの 山吹の花」とあ
る。さらに，吉野屋為八が安永９（１７８０）年に刊行した『都名所図会』
には，「縣井戸は洛陽の名所なり。古一條の北東洞院の西にあり，縣宮
傍にありしなり。此ゆゑに名とす。」と書かれている。平安時代中期の
『大和物語』にも，縣井の名が見えると言う（注４）。
この井戸は御所三名水であると共に，京都三名水のひとつとしても数
えられている。
（３） 井戸の形態と現状
切妻造りの覆屋の下にある。井桁は台形で，花崗岩質の岩石である。
正方形をした巨岩の内部を刳り抜いて造られ，上部は一辺が約１１９cm，
基部は約１２４cm，高さ約６５cmの大きさである。正面に大きく，「懸井戸」
と横書きされている。木蓋が載せられているため，内部の状況を観察す
ることは出来ない。
覆屋の柱は正方形で，基部から約１１２cmの高さまでは，一辺が約２１cm
の石柱（花崗岩）である。
あすかの い
（５）．飛鳥井
（１） 所在地
上京区今出川通堀川東入飛鳥井町２６１番地 白峯神宮内
（２） 由緒や文献など
白峯神宮の位置には，平安時代末期から以降，精大明神が祀られてい
たと伝えられる。明治時代になって白峯神宮が創建されてからは，地主
社と称されたと云う。境内には，樹齢数百年と言われる霊木「小賀玉」
があり，飛鳥井はその巨樹の根元に位置している。この水を汲んで，毎
年１１月２３日には，献茶式が行われている。
『都名所図会』には，「萬里小路二條の南，東側人家の裏にあり。清冷
にして，古より名水と賞す。」とあることから，かつての飛鳥井は，現
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在の井戸ではないようである。『枕草子』にも載っている古井戸のひと
つであるが，この井戸がいつ頃から飛鳥井と称されるようになったのか
については，不明である。
神作（２００１）は〔語釈〕の中で，「飛鳥井は大和国の歌詞で，奈良県
高市郡明日香村にある」としているが，本報文では『都名所図会』を根
拠として，この井戸を京都盆地内の飛鳥井とした。
（３） 井戸の形態と現状
切妻屋根の覆屋の下には，井戸と水盤が並べられている。井戸枠は幅
約１１０cm，奥行き約１０３cm，高さ約５０cmの大きさで，内部に揚水モー
ターが置かれている。水盤は幅約１１２cm，奥行き約６９cm，高さ約４８cm
の大きさで，井戸から汲み揚げられた水は長さ約６３cm，最大幅約３３cm
の筧を通じて，水盤に流されている。
しげ の い
（６）．滋野井
（１） 所在地
上京区下立売通油小路通 滋野井ガレージ内
（２） 由緒や文献など
しげののさだぬし
井戸が位置している場所は，平安時代には公卿の滋野貞主（７８５～８５２）
の邸地で，その後，蹴鞠の名人であった藤原成道（１０９７～１１６２）が住み，
滋野井の近くに鞠の神である精大名神の社が建っていたと伝えられる。
精大名神は，今は白峯神社に合祀されていると云う。
かつての滋野井は明治時代に埋め立てられたが，昭和５５（１９８０）年に
掘り直された。その後，生麩の老舗である麩嘉が，麩造りに良質の井戸
水を大量に使用するため，さらに４０m掘り下げ，地下６０mの水脈より
汲み上げていた。その後，廃業し，現在は滋野井ガレージとなっており，
面影は全く残っていない。
大島武好が宝永２（１７０５）年に著した『山城名勝志』には，「滋ケ野
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ノ井 拾芥抄ニ云 中ノ御門ノ北 西ノ洞院ノ西 滋野ノ貞主卿ノ家」と記
録され，また小山伊兵衛が正徳元（１７１１）年に著した『山州名跡志』に
は，「中御門北，西洞院西。滋野貞主卿家。」とある。さらに安永９（１７８０）
年に刊行された『都名所図会』には，「〔拾芥抄〕に曰く，中御門の北，
西洞院の西，滋野貞主卿の家とあり，今按ずるに，下立賣小川の西に清
泉あり，是いにしへの滋野井ならんか。」と書かれている。
この井戸とは別に，『山城名勝志』には，「石井 拾芥抄云 中ノ御門ノ
南 東ノ洞院ノ東重信公ノ家」とあることから，近くに石井と称される
名水があったと推定されるが，存在の有無を確認することは出来なかっ
た。
茶の湯・都七名水のひとつに数えられていた。
しょうしょうの い
（７）．少 将 井
（１） 所在地
中京区車屋町通夷川上ル 少将井御旅町一帯。京都市こどもみらい館
付近
（２） 由緒や文献など
『枕草子』に載っている井戸で，浅井了意が寛文５（１６６５）年に著し
よぎりや
た『京雀』（注４）には，「その井のもとは いま少将井の町に鉞屋と言う酒
屋の家にあり，名水なれば諸方より水をくむといふ」とある。また『山
城名勝志』には，「少将井 捨芥抄京程図二在大炊ノ御門ノ南東ノ洞レ院ノ一西ニ
惟喬親王ノ家少将ノ井 今烏丸ト二与東ノ洞一院ノ間大炊ノ御門ノ南御旅町西側ノ
南辺ノ民家ニ名水アリ 水至テ清冷ナリ按ハ是少将ノ井欤小野ノ官ノ記ニ長和三年
正月二日南山ノ下ニ泉初テ流出ト書シ此水ナヘキカ」と書かれ，『山州名跡志』に
は，「今烏丸ニ東洞院ノ間大炊御門南御旅町西側南辺民家ニ名水アリ，水至テ
清冷ナリ。按是少将井與」と述べられている。さらに，『都名所図会』に
は，「少将の井 烏丸通夷川の北，人家にあり〔平安舊圖〕に，大炊御門
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の南，東洞院の西，惟喬親王の家少将井なりと，云々。清少納言〔枕草
子〕に云く，井は少将・櫻井・后町の井・千貫の井。」とある。
（３） 井戸の形態と現状
手を尽くして探してみたが，井戸の状態はもちろんのこと，およその
位置を確認することも出来なかった。
．京都盆地中央部の古井戸
きくすいの い
（８）．菊水井
（１） 所在地
中京区菊水鉾町 レスタージュ四条烏丸の敷地内
（２） 由緒や文献など
伝承によると，室町時代に夷を祀る神社が当地にあり，社殿の横に名
水があった。茶人の千 利久（１５２２～１５９１）や武野詔（１５０２～１５５５）な
ども訪れ，ここに大黒庵を建てた。名称の由来は，能楽の菊慈童にある
「菊の葉より滴る露を飲み長寿を得た」と言う中国の故事に由ると云う。
ビル建設工事の際，菊水の文字が彫られた井桁が出土している。
『山州名跡志』には，「菊水水 下河原人家の間路傍の東にあり。此所
往昔河原なり。此溪の源東を菊溪と云。其下流の地なる故にこの名とな
す者輿。」と記されている。
（３） 井戸の形態と現状
井戸があったと伝えられる位置に，高さ約１５２cm，幅約２２cmで，山
状角柱型の石碑が建てられ，正面には「大黒菴武野詔邸趾」と彫られ
ている。
えびすの い ど
（９）．蛭子井戸
（１） 所在地
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下京区油小路通四条下ル石井筒町
（２） 由緒や文献など
『坊目誌』には，「町内，東側北方の人家裏庭に井水があり，石造り井
桁で囲んでいたことによると伝えられる」とある。また『京都民俗誌』
には，「この井水は園の神水とも言われ，園祭の神輿を担ぐために，
大坂難波（現・大阪市浪速区と南区）から来た若者が手水に使う井戸と
して知られ，また傍らに蛭子神社を祀るところから蛭子井戸と呼ばれて
いた」と紹介されている（佐和・ほか，１９８４）。
（３） 井戸の形態と現状
井戸があったと言う場所の近くに住んでいる住民に，井戸について聞
いてみたが，この井戸について知っている人はいなかった。
あめ ま な い
（１０）．天の真名井
（１） 所在地
下京区河原町通五条下ル一筋目西入ル 本塩竃町５９３番地 市比売神
社内
（２） 由緒や文献など
市比売神社は，平安京の左右両市場の守護神として，桓武天皇の勅命
により，延暦１４（７９５）年に創建されたと伝えられる。その後，天正９
（１５９１）年に豊臣秀吉の命令によって，現在の地に移された。祭神が全
て女神様であることから，女性の守り神とされる。女人厄除けの神社と
しても有名であることから，しばらくの間，参拝者を観察していると，
ほとんどが女性である。古来，皇室において皇子や皇女が誕生した際は，
この井戸水で汲まれた水が産湯に用いられたと伝えられる。絵馬を描け，
井戸水を飲んで手を合わせると，一つの願いが叶うと伝えられ，一願成
就の井戸として信仰されている。
（３） 井戸の形態と現状
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拝殿の前に，一辺が約１m，高さ約５０cmの井桁があり，揚水モータ
ーで汲み揚げられた水が溢れ出ている。
さ め が い
（１１）．佐女牛井
（１） 所在地
下京区六条醒ヶ井東入佐女牛井 徳成寺境内
（２） 由緒や文献など
醒ヶ井とも書いた。平安時代から知られた井戸で，源氏の六条堀川邸
むら た じゅこう
にあったと伝えられる。室町時代には，茶人の村田珠光（１４２２頃～１５０２）
が近くに住み，足利義政（１４３６～１４９０）もしばしば献茶に用いたと伝え
られる。その後も，武野紹鴎や千 利休，そして織田有楽齋（１５４８～１６２２）
と言った著名な茶人たちに好まれ，天下一の名水になったと云う。第二
次大戦中に撤去され，元の井戸の近くに，「佐女牛井之跡」の石碑が建
てられたと伝えられる。その石碑は見当たらないが，『京の名水』（カッ
パ研究会編，２００５）に，往時の写真が掲載されている。
『山州名勝志』には「佐女牛井 二在醒井通六條北西方人家一間。傳云，
将軍義政公の世，茶道世に盛なり。時に茶人珠光齋，此所にレ為宅。義
政公時々来臨し玉へり。今レ所存石井筒は，織田有樂造営也。銘佐女牛
井元和二年五月吉日，有樂再興之己上。案に此號不審。佐女牛井は，二
通東一西巷にして，一町餘，南なり。此井醒井にて，佐女牛の井は，昔レ
以ニ在別一所レ誤之者歟。横大路。」と書かれ，また『山州名跡志』には，
「伝云将軍義政公ノ世茶道世ニ盛ナリ，時ニ茶人珠光斎此所ニ為レ宅，義政公
時々来臨シ玉ヘリ，今所レ存石井筒ハ織田有楽造営也」と記録されている。
京都三名水や，茶の湯・都七名水のひとつに数えられている。
（３） 井戸の形態と現状
石碑の存在を確認するため徳成寺を訪れた。井戸跡が見当らないため
家人に聞くと，「ずいぶん前に取り払って仕舞ったため，今はない。」と
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の返事であった。
せりねのみず
（１２）．芹根水
（１） 所在地
下京区堀川通木津屋橋の近く。石碑が，旧安寧小学校の敷地西側に再
建されている。
（２） 由緒や文献など
『都名所図会』に，「芹根水は堀川通木津屋橋南にあり，近年書家鳥石
葛辰，清水に井筒を入れて傍らには芹根水の銘みづから八分字に書して
石面に彫刻す。また公卿の詩歌を集む。其序文に曰く，源 融公むかし
此邉青甸たりし風景を愛し，卽に今かの竹林にある所において，奥州千
賀の鹽竈の景をうつし，汐汲のありさまを弄ばれしよしにて，其時邸宅
の用水たりにしや，かたの如く清水湧出でて絶えせぬは，ひとかたなら
ぬ霊水なりと，石檻石罏をかまへて名蹤の所以上を公にせん事，今時そ
の資を喜捨して，烏石先生衆工を募りて經営まれたり。」と記され，絵
が添えられている。それによると，芹根水は井戸ではなく，堀川右岸の
河畔で，水が湧き出る場所である。茶道では河畔や池などで，水を直接
汲む仕来りがあるようなので（注５），茶の湯・都七名水，あるいは洛中七
名水のひとつに数えられていたのであろう（注６）。
（３） 井戸の形態と現状
石碑は花崗岩質の角柱材である。その大きさは，高さ約１１８cm，幅約
４４cm，奥行き約５４cmで，正面に大きく「芹根水」と彫られている。石
碑には年月が彫られていないため，建立時代については不明だが，一説
によると，堀川の川跡で出土したのを発見し，ここに再建したと云う。
ろくそんのうたんじょうすい
（１３）．六孫王誕生水
（１） 所在地
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南区壬生通八条角八条町５０９番地 六孫王神社内
（２） 由緒や文献など
みなもとの つねもと
付近一帯は，平安時代後期の源 経基の邸宅「八条亭」の跡地であ
さだずみ
る。経基は清和天皇の第六皇子貞純親王の子で，天皇の孫であることか
ろくそんのう
ら「六孫王」と呼ばれ，臣籍に下って源姓を賜ったと云う。
現在，境内には直径約１７～１８mの神龍池がある。その北方に，源
満仲が誕生した際，井戸の上に弁財天を勧請し，安産を祈願し，産湯に
使ったといわれる誕生水弁財天社がある。初代の井戸は，新幹線の開通
によって撤去されたため，井戸は弁財天と共に神龍池の近くに移転され
たと伝えられる。
京都三名水の一つとされ，茶の湯・都七名水のひとつでもあったと知
られている。
（３） 井戸の形態と現状
説明文を掲げた立札によると，井戸は弁財天社の中にあるようだが，
実物を確認することは出来なかった。
．京都盆地北部の古井戸
なかかわの い
（１４）．中川井
（１） 所在地
左京区岩倉幡枝町９１番地 妙満寺内
（２） 由緒や文献など
妙満寺は顕本法華宗の総本山で，松永貞徳（１５７１～１６５４）が造営した
雪の庭園は，雪月花成就院三名園の一つに数えられている。中川井は，
かつては河原町通御池通にあった妙満寺境内にあったが，天正１３（１５８３）
年，豊臣秀吉の命によって寺院は寺町二条に再建された。昭和４３（１９６８）
年に，現在の岩倉幡枝に再移転したため，中川井の石碑も移された。
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『山州名跡志』には「中河井 二在門一内。義政公御世，茶人能阿彌がレ
所撰，洛邊七井，御手洗井・大通寺井・鹽通寺井・常盤井 武者小路新町の
西 龜井本國寺内・醒井井醒井六條。」と記録されている。
茶の湯・都七名水のひとつに数えられている。
（３） 井戸の形態と現状
井桁は山門を入った右手先にある。花崗岩の切石で作られた角柱を用
いて，幅約１１２cm，奥行き約１４５cm，高さ約９９cmの枠を設け，往古の
井桁はその中に置かれている。井桁は正方形で，凝灰岩質石板を用い，
一辺約６４cm，高さ約３７cmの大きさである。井桁の上には，一辺約７５cm，
厚さ約１２cmの大きさの，花崗岩質の蓋が覆っている。
さくらのい
（１５）．桜井
（１） 所在地
ま と いわがみ
左京区松ケ林山式内 末刀岩上神社から西方へ約３０m離れた急斜
面の下
（２） 由緒や文献など
林山の南側一帯は，白河天皇桜井僧正（行慶）・後鳥羽天皇皇子・覚
仁法親王（桜井宮）の旧跡と伝えられる。
『都名所図会』に，「松崎の西北，岩蔵にいたる坂のまへ，右の道のか
たはらに，山の神となづく杜あり，其西に少しき井あり，これ櫻井の跡
なりといふ。花を見し 春の錦の名残とて 木葉色づく 櫻井の里」とあ
ることから，天明７（１７８７）年頃は，滞水層が軟弱なため，見捨てられ
ていたのであろう。
『枕草子』にある桜井は，この井戸ではないと言う説もあるが，詳細
については不明である。
（３） 井戸の形態と現状
周辺の平野から突出する，林山（標高１７１m）の南側山麓に位置して
142 専修人文論集９９号
いる。砂岩やチャートから構成される山地には，各所に基盤岩が露出す
ることから，滞水層は厚さ１～２m程度の表土層と推定される。
井戸は一辺が約１．８mの石垣を用いた基部にあり，平面形はアルファ
ベットの「Ｄ」の形に似ている。直径５～３０cmの丸石を使って築かれ
た石垣で囲まれ，幅・奥行き共に約１４５cmの大きさで，最深部の水深
は約２７cmである。
井戸の上で，山の中腹斜面には，「南妙法蓮華経桜井水」の石碑が建
てられている。湧水は，近くにある墓地の，供え水として使われている
と聞いた。
．京都盆地北西部の古井戸
いちもん じ や わ すけ
（１６）．一文字屋和輔の井戸
（１） 所在地
いちもん じ や わ すけ いち わ
北区紫野今宮町６９番地 一文字屋和輔（一和）内
（２） 由緒や文献など
ことしろめしのみ こ と
今宮神社は紫野社とも称す。祭神は大国主命と事 代 主命で，摂社疫
す ざ のおのみこと
神社には素戔鳴 命を祀る。平安時代初期から疫病を祓うために祀られ，
長保２（１０００）年から翌年にかけて疫病が流行した際，第６６代の一条天
皇（９８０～１０１１）が，この地に神殿三宇を造営して今宮社と号し，疫病
あずまあそび はしりうま
を祀り，勅使を遣わして東 遊・走馬を奉納した。創祀以来，今宮神社
は一貫して，疫病退散の神とされている。
いちもん じ や わ すけ
社前にある一文字屋和輔（一和）は，今宮神社の建立と同時に，無病
息災を願う縁起菓子として，参拝者にあぶり餅をもてなしたと伝えられ
ることから，井戸は長保２（１０００）年，店の建設に先立って設置された
と考えられる。あぶり餅は親指大の餅片を，荒く割った細かい竹串の先
に刺し，炭火であぶって
くす
べ焼きにしたものに，きな粉と混ぜた白味噌
